
●R７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式

課題の類
型１

課題の類
型２

背景・現状・課題の詳細
左記課題の解決のために

令和７年度に実施する具体
的な取組
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協働活動サポー
ターに占める地域
住民の割合 55 % 60 55

地域住民によるイ
ベント実施割合 50 % 55 50

当該地区の子供の数は減
少傾向にあり、学校以外の
場で児童同士や地域の大
人との交流が持ちにくくなっ
ている。

・地域住民の参加により定
期的に放課後教室を開室
する。
・地域住民や自治会等と連
携した体験イベント等を開
催する。

・多くの地域住民の協力を得て運営すること
で、子どもの多様な側面を把握することが可能
となり、子供の居場所が確保できる。
・地域社会全体の教育力の向上、地域の教育
資源の活用による学習の多様化が進む。

③学校と家
庭の課題

02 放課後等
における多
様な体験活

動
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